
ここで,αη+1-αη=ιηとおくと,(※ )式は

転+1=3揚 +4 (―  Type ③ の漸化式 )

よつて,bη+1+2=3(b″ +2)よ り,数列{場 +2}

は,初項 bl+2,公比 3の等比数列なので,

うη+2=(ιl+2)321

=(6+2)3π l

=&"/α
窯 鶴

(αl=1よ りα2=3α l+4=7
よって ιl=α2~αl=7-1=6)

うη=8・ 3η
~1-2

απ+1~α笏=8・ 3η
~1-2

(  一― Type ④  の漸化式 )

数列 {αη}の階差数列の一般項が8・ 3●
1-2な

ので,π ≧2の とき,

%=αl+Σ (8・ 3た
1-2)

た-1

=1+830(1-321)_2(π -1)

=4・ 3η
 l-2η -1 ……①

①においてπ=1と すると,αl=4・ 30-2-1=1
となり,αl=1に 一致する

よって,① はπ≧ 1で成立する

%=4・ 321-2π -1(π ≧1)

″注 階差の式と元の漸化式を連立して

{%||[:ξαili;π
~1~~2

より,α2+1を消去しαηを求めても構いません

まり,

3αη+4π ―αれ=8・ 3″
~1-2

2αη=8・ 3η
 l-4π -2

απ=4・ 3π
 l-2π -1

02 理想追求型

α..+1=3α″+4π が

αη+1+p(π +1)十 c=3(α″+pπ +g)
/わ

のは`

nth【 l tt入れかえk
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という形に変形できたとする このとき
,

a・2.1+pπ tt p+9=3αη十わπ+39

αη+1=3%+η π+29-p

よって,こ れが ら+1=3αη十物 と一致しないと

いけないので
,

2″
`+29-p=4π

つまり,こ の式が任意のπで成立せねばならないの

で,π についての恒等式と考えて係数を比較して

2っ =4, 29-夕 =0

∴ p=2,9=1
4ヘトめ

t、 、、鳥げが
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したがって,απ+1=3αη+4π は /月 デntて
「

りけ〕か

αη+1+2(π +1)+1=3(%+2π +1)Z`:たしttう

という形に変形できる

ここで,b″ =%+2π +1と おけば ,

第 1==3♭η (―  Type c)の渭所化式)

数列 {らπ}は,初項う1,公比3の等比数列なので
,

♭れ=b13π
~1

=(αl+2・ 1+1)3η l

=4・ 3″
~1

したがって
,

α″+2π +1=4・ 32~1

απ=4・ 32~1-2π -1

2 /(η)が 2次関数の場合

入試で登場するのは,ノ (π)が 1次関数の場合が

ほとんどです なぜかというと,2次関数以上の場

合も考え方は全く同じで,計算がただメンドウなだ

けで,あんまり数学的に意味がないからです

でも,せっかくなので少しだけ紹介しておこう

lJl題  次の漸化式を解け

αl=1, α″+1=2απ十′

考え方 /(π)が πの2次式です 先ほどと同

じく 2通 りの方法でできますが   この問題は ,
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解法② の「理想追求型Jがベストだと思います

やってみましょう

①  漸化式 αη+1=2αη+π
2が次のような形に

変形できたとする rmの 2水べ ヽ
α″+1+p(η +1)2+9(π+1)+″ =2(α″+pπ

2+9″
+γ )¨ (,

このとき展開して整理すると
,

い1■+1`ミ

入

“

かえ3

αη+1=2αη+p″ +(c-2っ )π 十″―p_σ

これが,αη+1=2の +η2に一致するので係数を比

較して

p=1, 9-2p=o, 7_p-9=o

ょって,p=1,c=2,″ =3
つまり, αη+1==2αη―卜η2は

αη+1+(π +1)2+2(η+1)+3=2(α″十π2+2η+3)

という形に変形できる このことは
,

数列{α″+′2+2π +3}が ,初項αl+12+2・ 1+3,

公比 2の等比数列であることを意味 している よ

って ,

αη十″ +2π+3=(α l+12+2・ 1+3)22~1=7・ 2η
 l

海 か 1ミ    αη=7・ 2η
 l― π2_2π -3

■ぐ 】3~               日

珍注 πの 2次式だから,理想的な形が (※ )の

ようになるのは何となく検討がつくでしょう

珍注 もしも, 解法 ①  の 「真面目でコツコツ

型Jでやってみるとどうなるのでしようか 怖いも

の見たさで,ち ょっくらやってみます

①

漸化式αη+1=2αη十ノ において,π を2i+1に

置き換えた式αη+2=2αη+1+(%+1)2を 考えて
,

辺々を引 くと
,

αη+2 = 2αη+1 + (71+1)2
α″+1  =  2αη    +  ′″,式
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ろπ+1=2夕η+2π +1

同様にして
,

うη+2
らη+1

＋
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+ 2(π +1)+1
+ 271    +1

Tドン`ます。
わη+2~われ+1=2(bη+1-らη)+2 ……②

Fゝら20ヤ :んだね
εフキ句ィ_｀

無漱
らず,頑張ってください

ιη≠́キ:が =大
いヤマ場

ここで,わη+1-ιη=02と おくと,② 式は,

c■ =20″ +2(― Type ③ の漸化式)

)(以 ド,略 )

れをη+1に しげて引く, という操作を2回行う

ことで,やっとこさ定番の漸化式Type(め に到達

しました

あとは,こ の漸化式 εηを求め,次に,らη+1-♭η=
ε″なので階差数列の公式よりうれを求め,最後に ,

αが 1~απ=わηからもう一度,階差数列の公式を

用いて αηを求めることになります 流れは単純で

すが,考えただけで気が遠くなるような計算の手間

です

例 えば ,ε lを 求めるにはどうすれば良いので

しよう

εl=ι2~う1なので,う1と ι2が必要です

う1=α2~α l,ら2=α3~α 2なので,結局 ,ε l

を求めるには αl,α 2,α3の値が全て必要になって

くるのです

これだけ考えただけでも,手間が多くてあまり実

戦的な手法ではありませんね

なかなか理解 しにくい内容だったと思います 漸

化式の中でも最もムツカシイかもしれません 「そ

うすれば,なぜうまくいくのかJを しっか りと理解

してください

最初にも言いましたが,こ の Typeの 漸化式は

大学人試でもっとも出題される漸化式なのです し

かし必ず誘導があるので,おそれる必要はありませ

ん 誘導に従えば解けるようになっています 大切

なことは,その誘導を見たときに「ああ,あ の方法

でやってるのねJと 意識できるかどうか,です 焦

ちなみに,01は

αl=1よ り                  clモ■●民

″
人iゃ_


